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オマーンオフィオライトWadi Jizzi地域における後期白亜紀遠洋性堆積物の放散虫生層序
Radiolarian biostratigraphy of Late Cretaceous pelagic sediments in the Wadi Jizzi area of
the Oman Ophiolite
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オマーンオフィオライトは，アラビア半島東端のオマーン山脈に沿って露出するテーチスオフィオライトの一
部である．下位からマントルかんらん岩，斑れい岩，シート状岩脈群および噴出溶岩から構成されている．こ
のうち最上部の噴出溶岩層は化学組成の違いからV1，V2，V3の３つのユニットに区分されている（Ernewein et
al., 1988）．これらの溶岩層はミクライト質石灰岩などの遠洋性堆積物からなるスヘイラ層（Fleet and
Robertson, 1980）により覆われる．スヘイラ層は，オフィオライトの崩壊堆積物であるザビアト層
（Robertson and Woodcock, 1983）により覆われる．スヘイラ層の放散虫化石はTippit et al. (1981)により
概要が報告されたが，これ以降，詳細な生層序学的研究は行われていない．本研究ではスヘイラ層の放散虫化
石を再検討することでテーチス海中央部の遠洋性堆積物の発達史とそこに記録された放散虫の進化・変遷を明
らかにすることを目的としている．本講演では，Wadi Jizzi地域のSuhaylah，Lasail，Zabyanの３セクション
の遠洋性堆積物の岩相層序と放散虫化石の検討結果について報告する． 
スヘイラ層は，下位から暗赤紫色のメタリフェラス堆積物，赤色泥岩，赤色から緑灰色のミクライト質石灰岩
から構成される．ザビアト層の下部は主に溶岩や堆積岩の礫を含む礫岩からなり，上部は赤色泥岩により構成
される．これらのスヘイラ層，ザビアト層から産出した放散虫化石に基づき，下位からGuttacapsa gutta帯
（メタリフェラス堆積物－赤色泥岩下部，Cenomanian中期～Cenomanian最後期）およびRhopalosyringium
scissum帯（赤色泥岩下部－ミクライト質石灰岩－赤色泥岩，Cenomanian最後期～Turonian），
Archaeospongoprunum bipartitum帯（赤色泥岩，Coniacian）の３帯に区分し， Musavu-Moussavou et al.
(2007)，O’Dogherty (1994)，Pessagno (1976)を用いて年代決定を行った．特に，メタリフェラス堆積物直上
の赤色泥下部にはCenomanian/Turonian境界と目される層準が存在することが明らかになった． 
以上の結果に基づくと，Suhaylahセクションの基底はV1溶岩層であることから，Cenomanian中期（約96 Ma）に
は既にV1溶岩の噴出が終了していたと考えられる．この結果はRioux et al. (2014)によりV1溶岩に関係する深
成岩のジルコンから測定された年代（96.0～95.5 Ma）と調和的である．
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